
















　本目録で扱うナガクビムシ科 Lernaeopodidae はカイアシ亜綱 Copepoda の管口目 Siphonotomatoida に属
する甲殻類である。近年，ヨツオナガクビムシ属 Parabrachiella の所属種で大きな見直し（Piasecki et al., 
2010）があったものの，ナガクビムシ科は2004年までに世界で約268種が記載され，魚類寄生性カイアシ類











究を進めた（Yamaguti and Yamasu, 1959, 1960）。山口左仲と並んで，わが国でナガクビムシ科カイアシ類
を精力的に研究したのは三重県立大学の椎野季雄（Shiino, 1956, 1958, 1959）である。両者による研究成果は，
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Salmincola californiensis の研究（Hoshina and Suenaga, 1954；保科・西村，1976；西村・保科，1977），広
島大学の室賀清邦らは養殖クロダイに寄生するクロダイナガクビムシ（新称）Alella macrotrachelusの研究（河
東ら，1980；室賀ら，1981）を行った。近年は，カリフォルニア州立大学の何　汝諧（Ju-shey Ho）（Ho, 
1983, 1993；Ho and Do, 1984；Ho and Kim, 1996；Ho et al., 2005）と，北海道立水産試験場から遠洋水産研
究所を経て広島大学に勤務する長澤和也（Nagasawa and Urawa, 1991, 2002, 2015；Nagasawa et al., 1994, 


















　ナガクビムシ科カイアシ類の分類体系に関しては Yamaguti（1963），Kabata（1979），Boxshall and 
Halsey（2004）が参考になる。極東アジアにおける本科に関する知見は極めて限られている（韓国：Kim, 
1998；中国：Song and Kuang, 1980；極東ロシア：Gusev, 1951；Markevich and Titar, 1978）。本目録は筆者
らによる日本産寄生性カイアシ類目録の第10報である（ニセエラジラミ科［長澤ら，2007］；イカリムシ科





Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830
新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991
管口目（シフォノストム目）
Order Siphonotomatoida Burmeister, 1835




Family Lernaeopodidae Mile Edwards, 1840
　本科は，かつてはナガクビムシ目 Lernaeopodoida（Yamaguti, 1939；椎野，1964；内田，1972；山田ら，
1977, 1983）あるいは Lernaeopodidea（Yamaguti, 1963）に含められていた。本科の標準和名は椎野（1964：
127）に従う。
　Ho and Kim（1996）はオホーツク海産コブコオリカジカ Icelus ochotensis から本科に属する Nectobrachia 
iceli を新種として記載したが，採集地が日本国内であるか不明であるため，この種は本目録に含めなかった。
ヤセナガクビムシ属（新称）
Genus Alella Leigh-Sharpe, 1925
　新標準和名は，本属の種の胴部が細くて痩せて見えることに因む。
ウミタナゴナガクビムシ（新称）
Alella ditrematis (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Clavellodes ditrematis（Yamaguti, 1939）
宿主：ウミタナゴ Ditrema temminckii temminckii（=Ditrema temmincki），オキタナゴ Neoditrema ransonnetii







Alella macrotrachelus (Brian, 1906)
異名リスト：Clavellodes macrotrachelus（Yamaguti, 1939；植木・杉山，1979）
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ガイヨウナガクビムシ属（新称）
Genus Brachiella Cuvier, 1830
　新標準和名は，本属の種が外洋を回遊する魚類に寄生することに因む。
ナガクビムシ
Brachiella thynni Cuvier, 1830

















オ Paratrypauchen microcephalus ではなく，メバル科のメバル属魚類と推測される。
マルナガクビムシ属
Genus Clavella Oken, 1815
　本属の標準和名は Nagasawa et al.（2008：56）に従う。
タラナガクビムシ（新称）
Clavella adunca (Strøm, 1762)
異名リスト：Clavella uncinata（Yamaguti, 1939；Shiino, 1956）
生物圏科学研究科研究紀要54.indb   128 2016/01/27   9:14
ナガクビムシ科カイアシ類の目録 129
宿主：マダラ Gadus macrocephalus，スケトウダラ Theragra chalcogramma，コマイ Eleginus gracilis
寄生部位：鰓，口腔，舌，口周辺皮膚，鰭






Clavella collaris Ho, 1993





Clavella diversia Ho, 1993





Clavella gadomi Ho, 1993
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ワキブクレナガクビムシ（新称）
Clavella okamurai Ho, 1993





Clavella ovata Yamaguti, 1939










備考：本種は，青森県で種苗生産用に飼育されていた親魚に寄生していた（Nagasawa et al., 2008）。本種は
太平洋沿岸諸国の沿岸魚に寄生し（Nagasawa et al., 2008を参照），近隣では極東ロシアや韓国にも分布す
る（Gusev, 1951；Kim, 1998）。標準和名は Nagasawa et al.（2008）に従う。
コオリナガクビムシ（新称）





ダラに寄生し（例えば Kabata, 1970；Arthur, 1984），極東ロシアや韓国にも分布する（Gusev, 1951；
Kim, 1998）。本種が冷水域に分布することから，氷（こおり）を含む新標準和名を提案する。
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ムツナガクビムシ（新称）






Clavella sokodara Ho, 1993





Genus Clavellisa C. B. Wilson, 1915
　新標準和名は，本属の種が象の鼻のように見える長い頭胸部を有することに因む。
ゾウバナナガクビムシ（新称）
Clavellisa dorosomatis Yamaguti, 1939





Clavellisa scombri (Kurz, 1877)
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ナガクビムシモドキ属（新称）
Clavellopsis C. B. Wilson, 1915
　新標準和名は，本属がマルナガクビムシ属 Clavella に似ることに因む。
ナガクビムシモドキ（新称）
Clavellopsis flexicervica Shiino, 1956





Clavellopsis pellucidula Shiino, 1956





Clavellopsis polymixiae Yamaguti, 1939
宿主：ギンメダイ Polymixia japonica（=Polymixia nobilis）
寄生部位：胸鰭
地理的分布：北太平洋（静岡県駿河湾：Yamaguti, 1939）




Clavellopsis saba Yamaguti, 1939
宿主：マサバ Scomber japonicus（=Scomber scomberus japonicus）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（静岡県沼津：Yamaguti, 1939），日本海（新潟県角田山：Shiino, 1959）
備 考： サ バ ゾ ウ バ ナ ナ ガ ク ビ ム シ Clavellisa scombri の 場 合 と 同 様 に，Shiino（1959） は 本 種 を
Tsunodayama で得たと記したが，角田山（かくだやま）の誤りと考えられる。採集地はその周辺の日本
海沿岸と推測される。新標準和名は，本種がマサバに寄生することに因む。
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マメナガクビムシ属（新称）
Genus Clavellotis Castro Romero and Baeza Kuroki, 1984
　新標準和名は，本属の種が豆（まめ）状の胴を有することに因む。
マメナガクビムシ（新称）
Clavellotis branchiostegi (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Clavellopsis branchiostegi（Yamaguti, 1939；Shiino, 1959）
宿主：アカアマダイ Branchiostegus japonicus
寄生部位：口腔，鰓




Clavellotis dilatata (Krøyer, 1863)
異名リスト：Clavellopsis sargi（Yamaguti, 1939；Shiino, 1956, 1959），Clavellopsis nodula（Do and Ho, 1983）
宿主：クロダイ Acanthopagrus schlegelii（=Sparus longispinis，Sparus macrocephalus，Mylio 
macrocephalus），マダイ Pagrus major（=Pagrosomus unicolar）
寄生部位：鰓，口底
地理的分布：北太平洋（三重県桃取：Shiino, 1956, 1959），東シナ海（熊本県天草富岡：Shiino, 1959），瀬
戸内海（兵庫県垂水：Yamaguti, 1939；岡山県児島湾：Do and Ho, 1983）
備考：本種は，わが国では当初 Clavellopsis sargi として報告されたが（Yamaguti, 1939；Shiino, 1956, 
1959），Do and Ho（1983）はそれを新種 Clavellopsis nodula として記載した。しかしその直後，この種
は本種の新参異名とされた（Castero Romero and Baeva Kuroki，1984）。新標準和名は，本種の雌成体の
胴前端に7個のこぶ状突起があることに因む。
ナガクビムシ属
Genus Lernaeopoda de Blainville, 1822
　本属の標準和名は椎野（1964：128）に従う。
ダンゴナガクビムシ（新称）
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エラマキナガクビムシ属（新称）
Genus Naobranchia Hesse, 1863
　本属は以前，エラマキナガクビムシ科 Naobranchiidae に含められていた（Yamaguti, 1939, 1963；Shiino, 
1958；椎野，1965）。新標準和名は，下記のエラマキナガクビムシ Naobranchia aulopi に倣う。
















Naobranchia denticis Madinabeitia and Nagasawa, 2011
宿主：キダイ Dentex hypselosomus
寄生部位：鰓
地理的分布：日本海（九州北岸沖：Madinabeitia and Nagasawa, 2011）
備考：新標準和名は，本種がキダイに寄生することに因む。
サメナガクビムシ属（新称）
Genus Neoalbionella Özdikmen, 2008
　本属は Kabata（1979）が提唱した Albionella 属が既に先取されていたことから， Özdikmen（2008）によっ
て新たに設けられた。新標準和名は，本属の種がサメ類に寄生することに因む。
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フジクジラナガクビムシ（新称）
Neoalbionella etmopteri (Yamaguti, 1939)






Neoalbionella kabatai (Benz and Izawa, 1990)
異名リスト：Albionella etmopteri（Benz and Izawa, 1990）
宿主：ヘラザメ Apristurus platyrhynchus
寄生部位：鰭
地理的分布：北太平洋（三重県熊野灘：Benz and Izawa, 1990）
備考：新標準和名は，本種がヘラザメに寄生することに因む。
ナガオナガクビムシ
Neoalbionella longicaudata (Hansen, 1923)
異名リスト：Lernaeopoda longicaudata（Shiino, 1956）






Genus Parabrachilella C. B. Wilson, 1915
　ナガクビムシ科の別属に所属していた多くの種が Piasecki et al.（2010）によって本属に移された。本属
の標準和名は横山・長澤（2014）に従う， 
タイヘイヨウナガクビムシ（新称）
Parabrachiella amphipacifica (Ho, 1982)
異名リスト：Neobrachiella amphipacifica（Ho et al., 2005）
宿主：ガンコDasycottus setiger，アカドンコEbinania vermiculata，ボウズカジカEbinania brephocephala，ニュ
ウドウカジカ Phychrolutes phrictus
寄生部位：─












Gusev, 1966；Noble, 1973；Ho, 1975）。新標準和名は，本種が三崎で最初に採集されたことに因む。
ベラナガクビムシ（新称）
Parabrachiella bera (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Brachiella bera（Yamaguti, 1939）





Parabrachiella brevicapita (Ho and Do, 1984)
異名リスト：Neobrachiella brevicapita（Ho and Do, 1984）
宿主：コイチ Nibea albiflora
寄生部位：鰓
地理的分布：瀬戸内海（岡山県児島湾：Ho and Do, 1984）
備考：新標準和名は，本種の雌成体は頭胸部基部に一対の瘤を有することに因む。
イスズミナガクビムシ（新称）
Parabrcachilella exilis (Shiino, 1956)
異名リスト：Epibrachiella exilis（Shiino, 1956）
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イシダイナガクビムシ（新称）
Parabrcachilella hoplgnathi (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Epibrachiella holplognathi（Yamaguti, 1939）





Parabrachiella hugu (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Clavellopsis hugu（Yamaguti, 1939），Neobrachiella hugu（Ogawa and Inouye, 1997；Ogawa 
and Yokoyama, 1998）
宿主：トラフグ Takifugu rubripes（= Spheroides rubripes）
寄生部位：口腔
地理的分布：日本海（福井県小浜：Yamaguti, 1939；長崎県南松浦郡奈留：Ogawa and Inouye, 1997）
備考：本種は養殖トラフグにも寄生する（Ogawa and Inouye, 1997；Ogawa and Yokoyama, 1998；長澤，





Parabrachiella incurva Shiino, 1956





Parabrachiella johnii (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Clavellopsis johnii（Yamaguti, 1939）
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アカムツナガクビムシ（新称）







Parabrachiella seriolae (Yamaguti and Yamasu, 1960)
異名リスト：Lerneopoda gen. sp. 1 [sic] （窪田・高桑，1963），Barchiella seriolae（Yamaguti and Yamasu, 
1960；小野，1984），Eobarchiella elegans f. seriolae（Ho and Do, 1984；Ogawa and Yokoyama, 1998）
宿主：ブリ Seriola quinqueradiata
寄生部位：胸鰭基部
地理的分布：北太平洋（三重県［─］：窪田・高桑，1963；和歌山県白浜：Yamaguti and Yamasu, 1960），
東シナ海（鹿児島県長島：Cruz-Lacierda et al., 2011），瀬戸内海（岡山県児島湾：Ho and Do, 1984；大分
県［─］：小野，1984）
備考：本種は養殖ブリにも寄生する（Yamaguti and Yamasu, 1960；窪田・高桑，1963；小野，1984；
Ogawa and Yokoyama, 1998；Cruz-Lacierda et al., 2011；長澤 , 2012）。養殖ブリにおける寄生状況に関す
る報文がある（小野，1984；Cruz-Lacierda et al., 2011）。標準和名は横山・長澤（2014）に従う。
タチウオナガクビムシ（新称）







Genus Pseudocharopinus Kabata, 1964
　新標準和名は，下記のエイナガクビムシ（新称）Pseudocharopinus markewitschi に倣う。
エイナガクビムシ（新称）
Pseudocharopinus markewitschi (Gusev, 1951)
異名リスト：Charopinus markewitschi（Shiino, 1956, 1959）
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宿主：ウシエイ Dasyatis ushiei，コモンカスベ Okamejei kenojei（= Dasyatis kenojei）
寄生部位：口腔





Pseudocharopinus pteroplateae (Yamaguti and Yamasu, 1959)
異名リスト：Brachilella pteroplateae（Yamaguti and Yamasu, 1959）
宿主：ツバクロエイ Gymnura japonica（= Pteroplatea japonica）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（神奈川県相模湾：Yamaguti and Yamasu, 1959）
備考：新標準和名は，本種がツバクロエイに寄生することに因む。
ヤマメナガクビムシ属
Genus Salmincola C. B. Wilson, 1915
　Yamaguti（1963）は本属を認めずに Entomoda 属が有効としたが，今は認められていない。本属のカイア
シ類による疾病の解説がある（長澤，1989, 2006）。標準和名は Nagasawa and Urawa（2002：11）に従う。
ヤマメナガクビムシ
Salmincola californiensis (Krøyer, 1837)
異名リスト：Salmincola yamame（Hoshina and Suenaga, 1954）
宿主：ヤマメ Oncorhynchus masou masou（=Oncorhynchus masou），ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis 
pluvius（= イワナ）
寄生部位：鰓，鰓蓋，鰓腔，口腔，胸鰭基部
地理的分布：北海道（別寒辺牛川：Nagasawa and Urawa, 2002），群馬県（─：Kabata, 1969；吾妻川・鱒谷
養鱒場［嬬恋］：保科・西村，1976），長野県（木曽川水系：Hoshina and Suenaga, 1954；養魚場［小赤沢］：
西村・保科，1977；雑魚川・支流：伝田・小川，2011）
備考：保科・西村（1976）によれば，Hoshina and Suenaga（1954）が報告した宿主はヤマメではなくアマ
ゴ Oncorhynchus masou ishikawae（論文では O. rhodrus var. macrostomus）の可能性があるという。本種
による疾病に関する解説がある（中島，1975；江草，1978；小川，1983）。標準和名は Nagasawa and 
Urawa（2002：11）に従う。
イワナナガクビムシ
Salmincola carpionis (Krøyer, 1837)
異名リスト：Salmincola falculata（Yamaguti, 1939），Salmincola smirnovi（Markevich, 1956），サルミンコー
ラ（熊谷，1985）
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宿主：エゾイワナ Salvelinus leucomaenis leucomeniss（= Salvelinus leucomaenis，イワナ），ニッコウイワナ
Salvelinus leucomaenis pluvius（= Salvelinus leucomaenis），オショロコマ Salvelinus malma 
krascheninnikovi（= Salvelinus malma），ミヤベイワナ Salvelinus malma miyabei，カワマス Salvelinus 
fontinalis，ニッコウイワナとカワマスの交雑種（S. leucomaenis pluvius × S. fontinalis），ニジマス
Oncorhynchus mykiss，ヒメマス Oncorhynchus nerka
寄生部位：口腔（寄生数が多くなると，頭部体表面や鰭の基部などにも見られる）
地理的分布：北海道（パンケ湖：Yamaguti, 1939；別寒辺牛川：Nagasawa and Urawa, 2002），青森県（浅虫
水族館［青森］：Nagasawa et al., 1995），岩手県（岩手県内水面指導所［松尾］：熊谷，1985；Nagasawa 
et al., 1995），栃木県（養殖研究所日光支所［日光］・中禅寺湖流入河川：Nagasawa et al., 1997, 1998），
長野県（梓川：Nagasawa et al., 1995），富山県（神通川・庄川・早月川［養殖場］：若林，1997）
備考：わが国での本種の記録は Markevich（1956）が日本産オショロコマから本種を得たとする極めて簡単
な文章から始まったため，Nagasawa et al.（1987）はその分布に疑問を呈した。しかし後年，本種が実際
にわが国に分布するすることが明らかになった（Nagasawa et al., 1995）。一方，これとは別に Yamaguti
（1939）は北海道パンケ湖（ペンケ湖と誤記）産ヒメマスから別種 Salmincola falculata を報告していたが，
これは Nagasawa et al.（1995）によって本種とされた。本種は養鱒場や水族館の飼育魚に寄生すること
がある（Nagasawa et al., 1995, 1997, 1998；若林，1997）。標準和名は Nagasawa and Urawa（2002：11）
に従う。
イトウナガクビムシ
Salmincola stellatus Markevich, 1936
宿主：イトウ Hucho perryi
寄生部位：口腔
地理的分布：北海道（猿払川・大津養魚場［鶴井］：Nagasawa and Urawa, 1991；サンピアザ水族館［札幌］：




る（Nagasawa and Urawa, 1991；Nagasawa et al., 1994；Hiramatsu et al., 2001）。本種は2014年に「絶滅
危惧Ⅰ類」に判定され，環境省レッドリストに掲載された（横畑，2013, 2014）標準和名は Nagasawa 
and Urawa（2002：11）に従う。
ギンザメナガクビムシ属（新称）
Genus Schistobrachia Kabata, 1964
　新標準和名は，下記のギンザメナガクビムシ（新称）Schistobrachia chimaerae に倣う。
ギンザメナガクビムシ（新称）
Schistobrachia chimaerae (Yamaguti, 1939)
異名リスト：Charopinus chimaerae（Yamaguti, 1939）
宿主：ギンザメダマシ Hydrolagus ogilbyi（= Chimaera ogilbyi）
寄生部位：鰓






Genus Thysanote Krøyer, 1864
　新標準和名は，下記のフサクビムシ Thysanote epinepheli に倣う。
フサクビムシ






Genus Tracheliastes von Nordomann, 1832
　本属の標準和名は Nagasawa and Urawa（2015）に従う。
ウグイナガクビムシ
Tracheliastes sachalinensis Markevich, 1936
宿主：ウグイ Tribolodon hakonensis，エゾウグイ Tribolodon sachalinensis，ヤチウグイ Phoxinus perenurus 
sachalinensis
寄生部位：鰭
地理的分布：北海道（網走湖・シラルトロ湖・塘路湖・目名川・次郎沢：Nagasawa and Urawa, 2015）












宿主：メバル属魚類の1種 Sebastes sp.（= メバル），マサバ Scomber japonicus，マダイ Pagrus major，クロ
ダイ Acanthopagrus schlegelii（=Acanthopgrus schelegelii schlegelii），キチヌ Acanthopagrus latus，ミナミ




2007）；北太平洋または東シナ海（沖縄県近海：Madinabeitia and Nagasawa, 2013）；日本海（九州北岸沖：










　　　ヘラザメ Apristurus platyrhynchus：ヘラザメナガクビムシ Neoalbionella kabatai 
　ツノザメ目 Squaliformes
　　カラスザメ科 Etmopteridae
　　　フジクジラ Etmopterus lucifer：フジクジラナガクビムシ Neoalbionella etmopteri 
　　アイザメ科 Centrophoridae
　　　アイザメ Centrophorus atromarginatus：ナガオナガクビムシ Neoalbionella longicaudata 
　　　タロウザメ Centrophorus acus：ナガオナガクビムシ Neoalbionella longicaudata
　　ツノザメ科 Squalidae
　　　フトツノザメ Squalus mitsukurii：ダンゴナガクビムシ Lernaeopoda oviformis 
　ガンギエイ目 Rajiformes
　　ガンギエイ科 Rajidae
　　　コモンカスベ Okamejei kenojei：エイナガクビムシ Pseudocharopinus markewitschi 
　トビエイ目 Myliobatiformes
　　アカエイ科 Dasyatidae
　　　ウシエイ Dasyatis ushiei：エイナガクビムシ Pseudocharopinus markewitschi 
　　ツバクロエイ科 Gymnuridae





　　　コノシロ Konosirus punctatus：ゾウバナナガクビムシ Clavellisa dorosomatis 
　コイ目 Cypriniformes
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　　コイ科 Cyprinidae
　　　エゾウグイ Tribolodon sachalinensis：ウグイナガクビムシ Tracheliastes sachalinensis
　　　ウグイ Tribolodon hakonensis：ウグイナガクビムシ Tracheliastes sachalinensis
　　　ヤチウグイ Phoxinus perenurus sachalinensis：ウグイナガクビムシ Tracheliastes sachalinensis
　サケ目 Salmoniformes
　　サケ科 Salmonidae
　　　イトウ Hucho perryi：イトウナガクビムシ Salmincola stellatus 
　　　エゾイワナ Salvelinus leucomaenis leucomeniss：イワナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　オショロコマ Salvelinus malma krascheninnikovi：イワナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　カワマス Salvelinus fontinalis：イワナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　ニジマス Oncorhynchus mykiss：イワナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　ニ ッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius：ヤマメナガクビムシ Salmincola californiensis，イワ
ナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　ニ ッコウイワナとカワマスの交雑種（Salvelinus leucomaenis pluvius × S. fontinalis）：イワナナガク
ビムシ Salmincola carpionis
　　　ヒメマス Oncorhynchus nerka：イワナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　ミヤベイワナ Salvelinus malma miyabei：イワナナガクビムシ Salmincola carpionis
　　　ヤマメ Oncorhynchus masou masou：ヤマメナガクビムシ Salmincola californiensis
　ヒメ目 Aulopiformes
　　ヒメ科 Aulopidae
　　　ヒメ Aulopus japonicus：エラマキナガクビムシ Naobranchia aulopi
　　アオメエソ科 Chlorophthalmidae
　　　アオメエソ Chlorophthalmus albatrossis：シンカイナガクビムシ Clavellopsis pellucidula
　ギンメダイ目 Polymixiiformes
　　ギンメダイ科 Polymixiidae
　　　ギンメダイ Polymixia japonica：ギンメダイナガクビムシ Clavellopsis polymixiae 
　タラ目 Gadiformes
　　タラ科 Gadidae
　　　コマイ Eleginus gracilis：タラナガクビムシ Clavella adunca
　　　ス ケトウダラ Theragra chalcogramma：タラナガクビムシ Clavella adunca，コオリナガクビムシ
Clavella perfida
　　　マダラ Gadus macrocephalus：タラナガクビムシ Clavella adunca
　　ソコダラ科 Macrouridae
　　　オ ニヒゲ Coelorlynchus gilberti：トウジンナガクビムシ Clavella collaris，ミナミナガクビムシ
Clavella diversia
　　　カタダラ Gadomus colletti：トサナガクビムシ Clavella gadomi
　　　ソ ロイヒゲ Coelorynchus paralleus：トウジンナガクビムシ Clavella collaris，ミナミナガクビムシ
Clavella diversia
　　　ハ ナソコダラ Coryphaenoides nasutus：ワキブクレナガクビムシ Clavella okamurai，ソコダラナガク
ビムシ Clavella sokodara
　　　ヘ リダラ Coryphaenoides marginatus：オナガナガクビムシ Clavella longicauda，ワキブクレナガクビ
ムシ Clavella okamurai，ソコダラナガクビムシ Clavella sokodara
　キンメダイ目 Beryciformes
　　キンメダイ科 Berycidae
　　　キンメダイ Beryx splendens：ヤマトエラマキナガクビムシ Naobranchia auriculata
　　ヒウチダイ科 Trachichthyidae
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　　　ハシキンメ Gephyroberyx japonicus：ガイヨウナガクビムシ属の1種 Brachiella sp.
　スズキ目 Perciformes
　　メバル科 Sebastidae
　　　ウスメバル Sebastes thompsoni：ソイマルナガクビムシ Clavella parva
　　　メ バル属魚類 Sebastes spp.：ガイヨウナガクビムシ属の1種 Brachiella sp.，ナガクビムシ科の1種
Lernaeopodidae gen. sp.
　　キチジ科 Sebastolobidae
　　　キチジ Sebastolobus macrochir：ガイヨウナガクビムシ属の1種 Brachiella sp.
　　ホタルジャコ科 Acropomatidae
　　　アカムツ Doederleinia berycoides：アカムツナガクビムシ Parabrachiella septicauda 
　　　スミクイウオ Synagrops japonicus：マルナガクビムシ Clavella ovata 
　　ハタ科 Serranidae
　　　ギジハタ Epinephelus akaara：フサクビムシ Thysanote epinepheli 
　　アマダイ科 Branchiostegidae
　　　アカアマダイ Branchiostegus japonicus：マメナガクビムシ Clavellotis branchiostegi 
　　ムツ科 Scombropidae
　　　ムツ Scombrops boops：ムツナガクビムシ Clavella scombropis 
　　アジ科 Carangidae
　　　ブ リ Seriola quinqueradiata：ブリヨツオナガクビムシ Parabrachiella seriolae，ナガクビムシ科の1種
Lernaeopodidae gen. sp.
　　タイ科 Sparidae
　　　キ ダイ Dentex hypselosomus：キダイエラマキナガクビムシ Naobranchia denticis，ナガクビムシ科の
1種 Lernaeopodidae gen. sp.
　　　キチヌ Acanthopagrus latus：ナガクビムシ科の1種 Lernaeopodidae gen. sp.
　　　キビレアカレンコ Dentex abei：ナガクビムシ科の1種 Lernaeopodidae gen. sp.
　　　ク ロダイ Acanthopagrus schlegelii：クロダイナガクビムシ Alella macrotrachelus，コブツキナガクビ
ムシ Clavellotis dilatata
　　　チダイ Evynnis tumifrons：ナガクビムシ科の1種 Lernaeopodidae gen. sp.
　　　マ ダイ Pagrus major：コブツキナガクビムシ Clavellotis dilatata，ナガクビムシ科の1種 Lernaeopodidae 
gen. sp.
　　　ミナミクロダイ Acanthopagrus sivicolus：ナガクビムシ科の1種 Lernaeopodidae gen. sp.
　　ニベ科 Sciaenidae
　　　コイチ Nibea albiflora：フタコブナガクビムシ Parabrachiella brevicapita 
　　　ゴマニベ Protonibea diacantha：ニベナガクビムシ Parabrachiella johnii 
　　ウミタナゴ科
　　　ウミタナゴ Ditrema temminckii temminckii：ウミタナゴナガクビムシ Alella ditrematis
　　　オキタナゴ Neoditrema ransonnetii：ウミタナゴナガクビムシ Alella ditrematis
　　スズメダイ科 Pomacentridae
　　　イソスズメダイ Abudefduf notatus：ナガクビムシモドキ Clavellopsis flexicervica 
　　イシダイ科 Oplegnathidae
　　　イシダイ属の1種 Oplegnathus sp.：イシダイナガクビムシ Parabrcachilella hoplgnathi
　　イスズミ科 Kyphosidae
　　　イ スズミ Kyphosus vaigiensis：イスズミナガクビムシ Parabrcachilella exilis，マガリナガクビムシ
Parabrachiella incurva
　　ベラ科 Labridae
　　　キュウセン Parajulis poecileptera：ベラナガクビムシ Parabrachiella bera 
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　　アイナメ科 Hexagrammidae
　　　アイナメ Hexagrammos otakii：ウミタナゴナガクビムシ Alella ditrematis
　　トリカジカ科 Ereuniidae
　　　トリカジカ Ereunias grallator：ミサキナガクビムシ Parabrachiella annulata
　　ウラナイカジカ科 Phychrolutidae
　　　アカドンコ Ebinania vermiculata：タイヘイヨウナガクビムシ Parabrachiella amphipacifica 
　　　ガンコ Dasycottus setiger：タイヘイヨウナガクビムシ Parabrachiella amphipacifica
　　　ニュウドウカジカ Phychrolutes phrictus：タイヘイヨウナガクビムシ Parabrachiella amphipacifica
　　　ボウズカジカ Ebinania brephocephala：タイヘイヨウナガクビムシ Parabrachiella amphipacifica
　　タチウオ科 Trichiuridae
　　　タチウオ Trichiurus japonicus：タチウオナガクビムシ Parabrachiella trichiuri 
　　サバ科 Scombridae
　　　カマスサワラ Acanthocybium solandri：ナガクビムシ Brachiella thynni 
　　　クロマグロ Thunnus orientalis：ナガクビムシ Brachiella thynn
　　　マ サバ Scomber japonicus：サバゾウバナナガクビムシ Clavellisa scombri，サバナガクビムシ
Clavellopsis saba，ナガクビムシ科の1種 Lernaeopodidae gen. sp.
　フグ目 Tetraodontiformes
　　フグ科 Tetraodontidae




になった。ヨツオナガクビムシ属と近縁属に関する近年の分類学的再検討（Piasecki et al., 2010）によって
属数は若干変動したが，2004年までに世界から記載されたナガクビムシ科カイアシ類は20属約268種である
（Boxshall and Halsey, 2004）。この数値に基づくと，わが国から既知属の75%，既知種の約18% のナガクビ
ムシ科カイアシ類が報告されたことになる。また，わが国で記録された属数と種数を，寄生性カイアシ類相
がよく研究されている英国（19属32種：Kabata, 1979），カナダ（16属33種：Kabata, 1988），インド（9属28
種：Pillai, 1985），ブラジル（10属15種：Luque and Tavares, 2007）と比べてみると，属数は英国やカナダに
及ばないものの，種数は世界で最も多い。すなわち，わが国は世界で最も豊かなナガクビムシ科カイアシ類
相を有していると言える。これは，3名の科学者，山口左仲博士（Yamaguti, 1939；Yamaguti and Yamasu, 
1959, 1960），椎野季雄博士（Shiino, 1956, 1958, 1959），何　汝諧博士（Ho, 1983, 1993；Ho and Do, 1984；
Ho and Kim, 1996；Ho et al., 2005；Nagasawa et al., 2013も参照）の精力的な研究によるものであることは
言を俟たない。
　加えて，日本のヒジキムシ科カイアシ類相を近隣地域の数値と比べた場合，わが国は群を抜いた属数と種
数を誇る。極東ロシアの日本海から8属16種（Markevich and Titar, 1978），韓国から6属10種（Kim, 1998），














イワナナガクビムシ Salmincola carpionis（Nagasawa et al., 1995, 1997, 1998；若林，1997），イトウにイト
ウナガクビムシ Salmincola stellatus（Nagasawa and Urawa, 1991；Nagasawa et al., 1994；Hiramatsu et al., 
2001）が寄生する。海水種では，クロダイにクロダイナガクビムシ Alella macrotrachelus（植木・杉山，
1979；河東ら，1980；室賀ら，1981），ウスメバルにソイマルナガクビムシ Clavella parva（Nagasawa et al., 
2008），トラフグにフグナガクビムシ Parabrachiella hugu（Ogawa and Inouye, 1997；Ogawa and Yokoyama, 
1998；長澤，2013），ブリにブリヨツオナガクビムシ Parabrachiella seriolae（Ogawa and Yokoyama, 1998；
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←ここからA checklist of copepods of the family Lernaeopodidae (Siphonostomatoida)
from fishes in Japanese waters (1939-2015)
Kazuya Nagasawa1) and Daisuke Uyeno2) 
1) Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University,
1-4-4 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima, Hiroshima 739-8528, Japan
2) Graduate School of Science and Engineering, Kagoshima University,
1-21-35 Korimoto, Kagoshima, Kagoshima 890-0065, Japan
Abstract　　Based on the literature published between 1939 and 2015, a checklist is compiled for the 49 
nominal species and more than four unidentified species in 15 genera of the copepod family 
Lernaeopodidae from Japanese fishes. This checklist contains information for each taxon regarding its 
host(s), attachment site(s), known geographical distribution in Japanese waters, and references. A host-
parasite list is also given.
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